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　ソバ （Fagopyrum　 esculentum 　 Moench ）は 典型 的な 虫媒に よ る他殖性作 物で 、花 は 二 異型花

性 を示 し、結実 に は 昆虫の媒 介 に よ る長花 柱花 と短花柱 花 との 間で の 受粉 が必要 で ある 。

そ の た め遺伝 子組成 は 同
一

集 団 内で も雑 ぱ く で あ り、近 隣の ソ バ 集団 と の 間 で 容 易 に交 雑

す る と言 わ れ て い た 。 し か し 、他殖 性 ゆ え 、お よ び 遺伝研 究 の 遅 れ か ら、交 雑 す る 空 問 的

な遺 伝子 流動 の 実態は 明 らか に され て い な か っ た。大 西が発見 し た F．homotropicu〃1 は 自殖

性 の 野生 種 で 、 近年 、F ．　 esculentum と F．　 homotropicumと の 交 雑 育種 に よ り、自殖性 の ソ バ

が育 成 さ れ て きて い る。本研 究 は遺伝子流 動の 実 態 を知 る 目的 で 、 自殖性 ソ バ 2 系統 を 供

試 し て ドナ
ー

か ら の 距 離 と交雑率 と の 関係 を調査 し た 。

　供 試系 統 と して 、粒形 に 関 し有 翅形 と三 角形 （卵形 ）の 2 系統 を 供試 した （図 1）。有翅 形

は三 角形 に対 し て 優 性 で あ り、三 角形 の F1 個体 が有翅 形 の 種子 を 形成 し た こ と で 、有 翅

形個 体の 花 粉 が受精 した こ と を確 認 で き る 。 有翅 系統 を ドナ
ー

と し 、試験 区 中央 の 半径 1m

の 範 囲 に 株 間 10cm で 325 個体播 種 し た 。レ シ ピ エ ン トで あ る 三 角系 統 は ドナ
ー

の 外周 に

隣接 す る場 所 に 134 個 体 、試 験区 中央 か ら放射状 に 8 列 （A 〜 H ）、 1 列 に つ き ドナー外 周

か ら 1m ご と に 5m ま で の 5 箇所 に そ れ ぞれ g 個体 播種 した 。 （図 2）試験 区 の 都合 上 、　 C 列

と G 列 は 4m ま で と し、 レ シ ピ エ ン トの 総播種数 は 476 個体 で あ っ た 。 ドナ
ー

は 7 月 10 ・

日に 開花 が始 ま り、 レシ ピエ ン トの 開花 は こ れ よ り 1 週 間遅 れ た 。 7 月 15 日に長 花柱 花

個体 を 除去 す る と共 に 、そ れ ま で に 開花 した 花お よ び結実 中 の 花 は す べ て 除去 し た 。 レ シ

ピエ ン トは個体別 に収穫 し、収穫 個体 数は レシ ピ エ ン ト 192 個 体、 ドナ
ー 76 個体 で あ っ

た。秋 に レ シ ピ エ ン ト F1 種子 を 、 1個 体 に つ き 最大 20 粒ずつ 播 種 して 結実 した種 子 形 状

を観察 した 。 交雑率は F1 個体数 に対 す る 有翅形 を結実 した F1 個 体数 の 比率 で 算 出 し た 。

　天 候 な どが 不 順 で あ っ た た め に 、親個体 に よ り十 分な 種子 が と れ な い も の が あ り、 レ シ

ピエ ン トの 平均播 種数 は 17．2 粒 1個体 で あ っ た 。 生 育 した 平均 F1 個 体数は 6．2 株 1親 個体 で

あ り、種子 形質 が 確 認 で き た レ シ ピ エ ン ト数 は 177 個体 で あ っ た 。 レ シ ピ エ ン トの 位置 ご

と の 交 雑率 を 図 3 に示 す 。区画 ごと の交雑 率 は O％〜 g．1％ で 、列 に よ り違 い が み られ た が

統計 的な 有意差 で は な か っ た 。 ドナ
ー

の 距 離 と交雑 率 と の 関係 を み る と （図 4）、 ドナ ーに

隣接 し た 個 体で は 交雑 率 が 高 く、1．8％ で あ っ た が 、1m 離 れ る と 0．9 ％ と な り、 ドナーか

ら の 距 離 が遠 ざか る に 従 っ て 交雑 率が低下 す る 傾 向が 伺 え た 。ま た 、花 粉流動 は ドナ
ー

か

ら 4m の 距 離ま で 確認 で き た 。本研究 の 結果 、自殖 性 ソ バ が 交雑 す る こ とが 明 らか と な り 、

そ の 交雑 率 はイ ネな ど の 自殖性作物 と比較 して か な り高 い こ とが示 された 。

　本 研究は 環境省、地 球環境総合 推進費の 中の 「自生集 団内お よび集 団間 に お け る 遺伝 子

移行 の 評価 法 の 開発一1．他殖性 作物 に つ い て 」 に よ る 支援 を い た だい た 。
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図 1　 ドナ ー
（下 ）とレ シ ピ エ ン ト（上 ）

　　 の 種 子 形 状
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図2 　 圃場配 置図
注 ：ドナ

ー
は 中央の 半径 lmの 範 囲に 325個 体播種 した 。

レ シ ピ エ ン トは ドナ ーに 隣接 し た 外周お よ び 、ドナ ーか ら
1m ず つ 5m の 距離まで 、1箇所 9個体ず つ 播種した 。
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図 4 　 ドナ
ー

か らの 距離 と

　　 種子 交雑率との 関係
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図 3　 レ シ ピ エ ン トの 位置と種 子 交 雑率 との 関係

注 ：単位 ％。ドナーか ら外周 に向か っ てドナー隣接個 体、
1m 、2m 、3m 、4m 、5m の 隔離距 離にある個体で 見 られ た 交 雑

率 を示 す 。 交雑率 ＝有翅 個体／調査 個体 X100 （％）
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